
土岐市美濃陶磁歴史館
T O K I  C I T Y  H I S T O R I C A L  M U S E U M  O F  M I N O  C E R A M I C S

【開館時間】 午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
【休 館 日】 月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日（ただし1/9、2/12は開館）、年末年始（12/27～1/6）
【入 館 料】 ［一般］200円(150円)  ［大学生］100円(70円)  ［高校生以下］無料
障がい者手帳をお持ちの方および介助者1名まで無料
＊（　）内は20名以上の団体料金
新型コロナウイルス感染症の拡大状況等により、変更が生じる場合があります。
最新情報は土岐市美濃陶磁歴史館のウェブサイトをご覧ください。

［出品協力］ 多治見市教育委員会、多治見市図書館郷土資料室、鶴岡市郷土資料館

企画 ： 公益財団法人 土岐市文化振興事業団

［写真］ 
伝熊谷吉兵衛肖像写真 明治時代初頭（19世紀）
書「忠孝仁」山岡鉄舟・熊谷東洲（吉兵衛） 明治時代（19世紀）
西浦焼上絵ティーセット 明治時代（19世紀） 多治見市教育委員会蔵
西浦焼釉下彩獅子文花瓶 明治時代（20世紀） 土岐市美濃陶磁歴史館蔵
背景挿絵：錦絵（熊谷東洲詩）より 明治7（1874）年

土岐市文化振興事業団ホームページ  http://www.toki-bunka.or.jp/history
〒509-5142 岐阜県土岐市泉町久尻1263　TEL.0572-55-1245
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セラトピア土岐

会場：セラトピア土岐 3階大会議室（土岐市土岐津町高山４）  定員：65名 ＊参加費無料、事前申込制
申込方法：メールまたは電話にて受付 ＊メールには参加者全員の氏名、代表者の電話番号、居住市町村を記入。
［申込・問合せ］土岐市美濃陶磁歴史館　電話（0572-55-1245） メール（toki_museum@toki-bunka.or.jp）

関 連 講 座

西浦三店積金仕法帳　熊谷吉兵衛筆
安政5（1858）年

西浦家文書・多治見市指定文化財

西浦屋当主・三代西浦円治　
幕末（19世紀）

画像：多治見市図書館郷土資料室提供

美濃焼物取締所発行「仲買鑑札」
嘉永２（1849）年

西浦家文書・多治見市指定文化財

『時辰儀説』
明治10（1877）年

背景挿絵 ： 『江戸名所図会』より 「堀留」　国立国会図書館デジタルコレクション
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『心学廻村日記』　安政２（1855）年
　鶴岡市郷土資料館 ＊パネル展示

妻木の熊谷家の製品
明治時代（19～20世紀）

土岐市美濃陶磁歴史館
T O K I  C I T Y  H I S T O R I C A L  M U S E U M  O F  M I N O  C E R A M I C S

土岐市文化振興事業団ホームページ

http://www.toki-bunka.or. jp/history
〒509-5142 岐阜県土岐市泉町久尻1263
TEL.0572-55-1245  FAX.0572-55-1246

[鉄　道]名古屋駅からJR中央本線「土岐市駅」下車 徒歩約10分
[自動車]●中央自動車道「土岐IC」から約7分
 ●東海環状自動車道「五斗蒔スマートIC」から約5分 
 ●東海環状自動車道「土岐南多治見IC」から約10分

交通の
ご案内＊新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、変更が生じる場合がございます。  最新情報は、土岐市美濃陶磁歴史館HPをご確認ください。

E V E N T  I N F O R M AT I O Nイベント情報

多治見市文化財保護センター企画展
『やきもの入門―多治見の近世編―』
江戸時代の西浦屋についても紹介します。
2023年1月16日（月）‒6月23日（金）
9時～17時　 土・日・祝日休み
会場：多治見市文化財保護センター
（多治見市旭ヶ丘10-6-26）

電話 （0572-25-8633）

《学芸員による展示解説》
12月11日（日）・2月11日（土）14時～
参加費無料 ＊要入館料【第1回】 『熊谷吉兵衛の生涯』

 2023年1月21日（土） 13時30分～15時
 講師／春日美海 （土岐市美濃陶磁歴史館学芸員）

【第2回】 『吉兵衛から円治への手紙を読み解く』
 2023年2月4日（土） 13時30分～15時
 講師／岩井美和氏 （多治見市文化財保護センター学芸員）

連 携 企 画
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